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1. はじめに 

近年，ファッションアイテム購入の参考情報が得られる

WEAR[1]等のようなコーディネートサイトが登場してきて

いる．しかし，情報量の多さから，利用に不慣れなユーザ

が志向に適したコーディネートやコーディネータを検索す

ることは容易ではない．このような背景を受け，これまで

著者らのグループは，コーディネート画像を入力とし，類

似コーディネート検索や，コーディネータ推奨を行う

LINE ボットを試作してきた[2]．更に，著者らは，ファッ

ションアイテム領域抽出技術を用いて類似コーディネート

検索方式を改良し，有効性を確認してきた[3]-[5]．しかし，

同改良方式による検索機能は，試作 LINE ボットには未搭

載であった．そこで，本稿では，同改良方式での検索機能

を同ボットに搭載し，その動作確認を実施した．その動作

確認の結果について報告する． 

2. 改良方式の概要 

先行研究[2]における試作 LINE ボットでは，身体部位位

置推定技術である CDCL[6][7]により，各身体部位から適切

に色特徴量を抽出し，その結果を基に類似コーディネート

画像を検索する方式，および，さらにその結果から推奨コ

ーディネータを検索する方式を適用していた．しかし，こ

の類似コーディネート検索方式はアイテムカテゴリを適切

に考慮できていないという問題点があった．そのため，著

者らは，ファッションアイテム領域抽出技術として，ファ

ッションデータセット Modanet[8][9]を用いて学習した

Mask R-CNN [10]を適用し，そのファッションアイテム領

域抽出技術[10]で得られた結果を用いた距離関数に変更す

ることで，類似コーディネート検索方式を改良してきた 

[3]-[5]．さらに，同改良方式に対する定量評価も行い，有

効性を確認した[5]．  

3. 試作 LINEボットへの搭載 

以降，このような改良方式[3]-[5]に基づく検索機能の試

作 LINEボットへの搭載について述べる． 

まず，図 1 に，搭載の対象である試作 LINE ボットの構

成を示す．この試作 LINE ボットは雑談機能やスタンプ対

応機能，そして類似コーディネート検索機能とコーディネ

ータ推奨機能を保持している．また，Messaging API[11]を

利用して，LINE プラットフォームをインターフェイスと

し，Heroku[12]上に実装したメインボットを介してメッセ

ージの受信や送信を行っている．加えて，雑談機能には，

リクルート社の Talk API[13]を利用し，類似コーディネー

ト検索機能やコーディネータ推奨機能は自前サーバで実装 

 

図 1  試作 LINEボットの構成 

している．さらに，このシステムは，Heroku 上でユーザが

何を送信したかを分類し，スタンプや雑談，類似コーディ

ネートや推奨コーディネータの情報を返信する．具体的に

は，ユーザから会話文が入力された場合は Talk API[13]を

利用した雑談機能を，スタンプが入力された場合はランダ

ムに選択されたスタンプを送信するスタンプ対応機能を用

いる．また，画像が送信された場合は，その画像は自前サ

ーバに送信され，まず，自前サーバから身体部位位置推定

技術[6][7]とファッションアイテム領域抽出技術[10]での処

理後の画像などをユーザに返信する．その後、類似コーデ

ィネート検索やコーディネータ推奨を行い、その結果をユ

ーザへ返信するものとなっている． 

なお，本稿では，自前サーバ側に改良方式[3]-[5]による

検索機能を搭載しただけなく，自前サーバ側へのファッシ

ョンアイテム領域抽出技術[10]による処理後の画像をユー

ザに送信する処理の追加や，それに伴う Heroku[12]上のメ

インボットの更新なども実施した． 

4. 動作確認実験 

ここでは，改良方式[3]-[5]に基づく検索機能を搭載後に

実施した動作確認実験について記す．なお，実際には多数

のコーディネート画像例を送信し，動作確認を実施したが、

本稿では，1 つの画像例に対する動作確認結果のみを示す．

図 2 は，ある画像例を送信した場合の動作結果例を示して

いる．まず，図 2の(a)を見ると，LINEボットが送信された

コーディネート画像の身体部位位置推定技術[6][7]による

処理後の画像を送信していることが確認できる．また，同

図の(b)を見ると，同ボットは，その後，同画像のファッシ

ョンアイテム領域抽出技術 [10]による処理後の画像を送信

していることも確認できる．同図(c)(d)を見ると，さらに，

その後，同ボットが同画像の類似コーディネート画像や，

その結果を基に算出した推奨コーディネータのURLを送信

していることが確認できる．なお，類似コーディネート画

像については，1 つの画像に対して，最大で 5 つの類似コ

ーディネート画像を送信するようにしている．同様に，推 
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(a) 身体部位位置推定技術

[6][7]による処理後の画

像の送信 

(b) ファッションアイテム領

域抽出技術 [10]による処

理後の画像の送信 

  
(c) 類似コーディネートの検

索結果の送信 

(d) 推奨コーディネータの検

索結果の送信 

図 2  ある画像例に対する動作確認例 

 

奨コーディネータについても最大で 5 つの URL を送信す

るようにしている．このような動作確認により，本稿で搭

載した検索機能が適切に稼働していることを確認した． 

5. まとめと今後の課題 

本稿では，著者らが改良してきた類似コーディネート検

索方式[3]-[5]による検索機能を，著者らの試作 LINEボット

[2]に搭載した．また，その動作確認を実施した．その結果，

適切に搭載されていることが確認された． 

 今後の課題としては，まず，類似コーディネート検索方

式の更なる改良が挙げられる．具体的には，Modanet[8][9]

とは別のデータセットで学習したファッションアイテム領

域抽出技術により，より細分化されたアイテムカテゴリを

考慮することを考えている．例えば，データセット

Fashionpedia[14][15]を用いて学習したファッションアイテ

ム領域抽出技術を使用すれば，より細分化されたアイテム

カテゴリを判別することが可能となる．そのため，まずは，

これを用いて，類似コーディネート検索方式の更なる改良

を進めていく．また，現段階での類似コーディネート検索

では使用していないファッションアイテム領域の活用法な

ども模索する．さらに，それとは別に，試作 LINE ボット

[2]に，他の画像認識技術を活用した別のファッション関連

機能を追加していくことも検討していく．  
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